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SECTION A 
 
(1) Translate the following passage from an unseen text into English:  
      [40 marks] 
 

 
KIMURA HARUMI, ‘Shufu ga shufu denaku naru toki’ in Shufu no tenkizu 
(1982), pp.11-3.  
 

家政婦  housekeeper, ゆうゆうと calmly, in a leisurely manner, サカナ side dish, 

あまつさえ and what’s more, おそうざい屋 takeaway shop, 浮気 cheating, しろう

と amateur, けっぺきな fastidious 
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SECTION B 
 
Translate TWO of the following passages from seen texts into English:  
[30 marks each] 
 
(2)  
 

 
 
 
 
 

(TURN OVER)
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Question 2 continued… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
NATSUME SŌSEKI, Yumejūya (1908). Aozora Bunko online edition. 



5 
AET1/J5 

 

 (3)  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(TURN OVER) 
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Question 3 continued… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
MARUYAMA MASAO and KATŌ SHŪICHI, Hon’yaku to Nihon no kindai 
(2009), pp.45-8. 
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(4)  
 

「君が嫉妬のことを言ったのは正しい。やはり僕も人並みに嫉妬したよ。嫉

妬が嵩
こう

じて僕は馬鹿なことをやからしたのだ。ある明け方、首は逢
あい

引
びき

から帰

ってきた。首が実際に飛んでいることろを見たのはそれが初めてだったが、

首は耳を翼のようにはばたかせて巨大な虻
あぶ

みたいな羽音を立てて飛ぶ。飛頭

蛮の流儀はそういうものらしいね。その時、帰ってきた首は上気していかに

も喜びに溢
あふ

れている風
ふ

情
ぜい

だったから、こちらは怒り狂ってしまった。それで

とっさに切り口にシーツをかぶせて首が接着できないようにしてやったの

だ。首は困惑してあたりを飛びまわるが、許しを乞
こ

う様子もない。どうやら

苦
く

悶
もん

の態
てい

なのだ。殺虫剤を浴びて狂い死にする蠅
はえ

のような苦しみようだ。ざ

まあ見ろと思って見ていると、あっけなく事切れてしまった」 

「むごいことをしたものだ」 

「それはそうだが、もう後の祭だった。首は見る見る生気を失って皺
しわ

だらけ

になりながら、信じられないほど小さく縮んでしまった。これがそうだが

ね」 

 Ｋはそう言うと、その身なりに不相応なボストンバッグを開けて問題の代
しろ

物
もの

を取り出した。思わず叫び出しそうになったが、もう制止する暇もない。

それは土偶の首のようなものだった。一度見ると目を外らすことができない

ものだ。特に私にはね。何しろ、それは生前毎晩のように飛んできてくれた

忘れられない顔のなれの果てだったからね。 

 ここからの話は勿論父がＫ氏にはしなかった部分である。麗という美少女

の首は、夜毎に父のところへ飛んできたのだった。最初、何か鳥のようなも

のが窓ガラスにぶっつかる音がして、甘えた仔
こ

猫
ねこ

に似た声が聞こえたとい

う。父が深夜その首を窓から入れて、机の上で冷たい髪を撫でながら、どん

な睦
むつ

言
ごと

を交わし合ったのか、父は多くを語らなかったが、想像してみること

はできる。しかしそういう話をした時の父の顔は正視に耐えなかった。「死

んだお母さんはこのことを知らない。だがお前にはいつか話しておく必要が

あると思っていた。その理由は……」と言いかけて父は一瞬ためらった。 

「その前にＫのことだがね。Ｋは首を殺したことになるが、それから何日

か、胴の方は生きていた。やがて胴も弱って死んでしまうが、その前に女の

子を生んだ。首のない体から可愛い女の子が生まれた。Ｋは大変な猟奇事件

の犯人ということで逮捕されたが、分裂病と診断されて不起訴になった。女 

 

(TURN OVER) 
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Question 4 continued… 

 

の子は私が引き取って自分の子として育てたんだがね。お前に言うことはそ

れだけだ。お前がその、例の病気を受け継いでいるかどうかを確かめてみる

勇気はいまだにない」 

 父が急死したあと、私はこの父の話を数え切れないほど反
はん

芻
すう

してみた。今

のところ私には恋人がいない。夢で恋人に逢
あ

ったこともない。首はまだ飛び

はじめてはいないと思う。人を愛することさえしなければ首は飛ばないと思

っている。 

 

 
KURAHASHI YUMIKO, ‘Kubi no tobu onna,’ in Kurahashi Yumiko no kaiko 
shōhen (1988), pp. 36-8. 
 
 
 
 

END OF PAPER 


